	くらし建設委員会会議録要旨

	開会日
	平成２７年１２月１８日（金）午前１０時１５分

	閉会日
	平成２７年１２月１８日（金）午前１１時２０分

	場所
	長久手市役所西庁舎　第７・８会議室

	出席委員
	委 員 長　　田崎あきひさ
副委員長　　山田けんたろう
委　　員　　青山直道　　　大島令子　　　木村さゆり　　　
　　　　　　さとうゆみ

	欠席委員
	な　し

	欠員
	な　し

	会議事件のため出席した者の職氏名
	市長　　　　　　　　　　　吉田一平
総務部次長　　　　　　　　中西直起
行政課長　　　　　　　　　飯島　淳
課長補佐兼契約検査係長　　粕谷庸介

建設部長　　　　　　　　　浅井十三男

建設部次長　　　　　　　　川本宏志

開発調整監　　　　　　　　松浦元彦

区画整理課長　　　　　　　加藤英之

公園西駅開発推進室長兼開発推進係長

　　　　　　　　　　　　　川本満男
専門員　　　　　　　　　　富田昌樹　　　　　　計１０人

	職務のため出席した者の職氏名
	議長　　　　　　　伊藤祐司
議会事務局長　　　野田和裕　　　主任　　　　中川暁敬

	会議録
	別紙のとおり


別紙

委員長　　　　 開会宣言
議案第６８号

区画整理課長　議案第６８号　平成２７年度１号調整池整備工事請負契約の締結について説明
建設部長　　　本会議の質疑について、時間雨量１３０mmまで耐えることができる。
さとう委員　　入札者数と税込み予定価格、請負率はどのようか。

区画整理課長　応募者数は１１者。税込予定価格２億６,０６３万２,０８０円に対して、落札額は２億８５０万４,８００円（請負率８０％）である。

大島委員　　　完成後の年間維持管理費はどの程度か。また、一般競争入札のうち、事後審査型となるのはどのようなケースか。

行政課長　　　本市で実施する一般競争入札においては、事前審査と事後審査があるが、基本的には事後審査型で行っている。

区画整理課長　年間維持管理費用については、堆積土砂の撤去費用がかかるが３０年間はメンテナンス不要と見込んでいる。

木村委員　　　落札者の大日本土木株式会社が本市で実施した工事の実績はどのようか。
行政課長　　　平成２６年度第１期卯塚墓園整備工事及び平成１７年度交付金事業公共下水道築造工事（その３）がある。

山田議員　　　当該工法を採用するメリットは何か。雨水の再利用に関して検討したか。

区画整理課長　工事費用が比較的安価になることがメリットと考えている。この調整池は雨天時に雨水を一時貯留するが、晴天時には雨水が抜けて空になる構造になっているため、雨水の再利用は考えていない。

山田委員　　　雨水利用について、今後検討して欲しい。

大島委員　　　入札要件に「本件工事に係る設計業務の受託者又は当該受託者と資本若しくは人事面において関連がある業者でないこと」との条件があるが、具体的にどのように調べているのか。

行政課長　　　落札候補者から開札後に提出される参加資格審査書類には具体的な項目はないが、入札要件に記載があるので入札参加者はその条件を満たした上で参加していると理解している。ただし、審査資料等に疑義があればヒアリングを行うこととなる。また、暴力団の排除を目的に愛知県警に確認をするなどしている。
さとう委員　　調整池の上部を公園として整備するとのことだが、具体的にどのような整備を予定しているのか。

推進室長　　　詳細は決まっていないが、香流川整備計画との調整を図りながら緑の多い施設と考えている。

さとう委員　　商業街区の残り１か所の調整池はいつ整備するのか。

推進室長　　　平成２８年度当初予算での整備を予定している。

さとう委員　　１１者が入札に参加して、そのうち４者が同金額で入札している。その要因は何か。また、最低制限価格を設けて入札を行ったのか。

行政課長　　　最低制限価格を設定して入札を行った。４者がいずれも最低制限価格で入札した。
田崎委員　　　３０年間メンテナンス不要とのことだが、３０年後には取り替え等が必要になるのか。

区画整理課長　調整池の施設そのものの耐用年数は５０年間程度である。その間オーバーホール等の費用は考えていないが、５０年経過した後でも施設の継続利用が可能か判断するため、その時点で老朽化の点検等は別途行う。

さとう委員　　調整池を覆蓋式に変更したことにより追加で発生する費用はどの程度か。

推進室長　　　エリア全体で当初金額は２億６,０００万円程度であったものが覆蓋式になることで７億円程度となる。ただし、覆蓋式とすることで４割の補助が受けられるため、上部整備の費用と合わせて市の負担増はおよそ３億円程度となる。
大島委員　　　落札率８０％はどのように考えているか。

行政課長　　　市の契約規則では最低制限価格を予定価格の３分の２から５分の４で設定することとなっている。今回の最低制限価格はその中でも上限の５分の４の金額なので、適正な価格と考えている。
質疑及び意見を終了
討論

反対討論　なし
賛成討論　なし
議案第６８号　平成２７年度１号調整池整備工事請負契約の締結については、全員が賛成。

議案第６８号は、原案のとおり可決
議案第６９号

区画整理課長　議案第６９号　平成２７年度２号調整池整備工事請負契約の締結について説明
さとう委員　　入札者数と税込み予定価格、請負率はどのようか。
区画整理課長　応募者数は１０者。税込予定価格２億４,７２７万２,４８０円に対して、落札額は１億９,７８１万７,１２０円（請負率８０％）である。

さとう委員　　入札した１０者のうち２者が同じ価格で入札しているが、いずれも最低制限価格での落札か。
行政課長　　　最低制限価格での落札である。
大島委員　　　残った２者は最終的にどのような方法で決定したのか。
行政課長　　　電子くじを実施し決定した。
山田委員　　　活断層を考慮した設計となっているか。
区画整理課長　推定活断層が当該調整池を横断すると推測されるが、耐震の必要性はないと判断し、特に考慮した設計とはなっていない。
大島委員　　　完成後には、住民はどのように調整池を利用できるのか。
推進室長　　　上池は南側街区の整備にあたって必要な池であるので、今年度は最低限の整備を行い、来年度以降は公園的要素も含んだ形で検討したい。

さとう委員　　落札者である大豊建設株式会社の市内工事の実績はどのようか。

行政課長　　　１０年間遡って調べたが、市内での実績はなかった。ただし、県内の公共工事としては、名神高速道路一宮ＩＣの改築工事や名古屋市営地下鉄名城線茶屋が坂工区の工事を行った実績がある。

さとう委員　　今後、調整池の再整備を行う際には、別途事業費が発生するのか。

推進室長　　　今後実施する上部利用のための工事には、別途費用が発生し、特別会計から拠出する予定。

さとう委員　　追加工事についても４０％補助で実施できるのか。

推進室長　　　平成２８年度の工事は４０％補助で実施する予定だが、平成２９年度以降はどのような財源があるか補助金も含めて検討中である。
質疑及び意見を終了
討論

反対討論　なし
賛成討論　なし

議案第６９号　平成２７年度２号調整池整備工事請負契約の締結については、全員が賛成。

議案第６９号は、原案のとおり可決
委員長　　　　閉会宣言
　午前１１時２０分　終了
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２７年１２月１８日

くらし建設委員会委員長　　田崎あきひさ
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